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845 醤油粕 の単槽及 び二 槽式 メ タン発酵法の 検討
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【目的】醤油は 古 くか ら大量 に 生 産 され 、それ に 伴い 醤油粕も多量に排 出 さ

れ て お り、わ が 国 で の 排 出 量 は 年 間 10 万 トン と推定 され る。その 処 理方
法 と して 現 在は 、焼 却、埋 没 処 理 お よび 飼料 化な どが 行わ れて い るが 、高
塩濃度で あ るため 焼却処理 した 揚合で は 焼却炉の 損傷 が ひ どく、また埋没
処理に つ い て も有機 物含量が 高い た め 環 境汚 染の原 因 とな る．そ こ で 、我々

は 醤油粕 の 嫌 気消化 法に よ る減量 化 と有 効利 用 （メ タ ン 生成 ）を検討 して

きたが、今回 、単槽 式お よび 2槽 式 嫌 気 消化 処理 の 検 討を行 っ た の で 報告
する。
【方法及び 結果 】種汚泥 と して 広島県内の 下水処 理施設 か ら採 取され た余剰
汚泥 の 高温 メ タ ン発 酵汚 泥 を 用 い 、培養は 完全 嫌気、50°C 暗条件 下で 静置
に て 醤油 粕 を 回 分 処 理 した とき 、至適 pH が 7．0、塩 耐性 が 1％ 未満、至適
醤油 粕 添加 量 が 25g −w．w ．n以下 で あ っ た こ と は検討済み で あ る。こ の 結果
に基 づ き撹拌槽 リア ク タ ー

を用 い 、pH 　7．O に 制御 し、反 復 回分 メ タ ン発 酵

処理 を行 っ た とこ ろ 、負荷速度 O．8g −d．sv．t且〆d で 固形分の 約 70％ が減量化
され 、醤油 粕 lg−d．w．に 対 して 5，6mmo1 の メ タ ン が 生成 された。更 なる処
哩速 度の 向上 を 目的 と して 攪拌槽型 リア ク タ

ー
と中温 （3アQUASB リア ク

ターを連結 し た 2槽 式メ タ ン 発酵 を行 っ た と ころ 、負 荷速度 を 2．Og−d．w ．IU
d と した とき、減量化率 は46％ に低 下 したが、メ タン収率は 約 1．6 倍 に向
上 した。

【目的 】昨今、有機 性廃 棄物の 減量化 や資源
・エ ネル ギーの 回収 な どの 面 か

ら、メ タ ン 発 酵が 見 直 され て い る ．こ の メ タ ン 発 酵 を 効率 よ く進 め る上 で 、
多 くの 因 子 が 関 与す る と予想 され る が 、粉砕 な どの 試料 の 前処 理 も重要 で

ある と考え られ る。そ こ で本 研 究 で は 、一般 に用 い られ るデ ィ ス ポーサ の

代 わ りに、よ り微細 な状 態に ま で粉砕可能な フ
ードプ ロ セ ッ サを用い 、摸

擬厨 芥試料 の 粉砕状 況 とガ ス の 発生 速 度 や 発 生量 な ど の 関係 に つ い て 、小

ス ケ
ー

ル で の 検討 を加 え た．
【方法及 び 結果】7種 類 の 某本 素材 か らな る模擬 厨 芥試 料 を高温 メ タ ン 発酵
（55°（：） の基質 として 用 い 、15 分 間の フ

ードプ ロ セ ッ サ処理 によ り粉砕 し

たもの で 高温 下水消 化汚 泥を馴養 きせ た 。こ の厨芥試料 の 栄養バ ラン ス は
BOD ：NlP ；100 ：5．5 ：0．64で あ っ た 。フ

ードプ ロ セ ッ サ で 粉砕 した 模
擬 厨 芥試 料 を 0．25mm 〜5．6mm の 8 種類の ふ るい で分 画した とこ ろ、粉
砕 時 間 lmin、4min 、8min 、12min 後に もっ とも小 さな O、25mm の ふ るい

目を通 過 した割合は 、それぞれ 39％、549，、69％ 、71％ で あ り、効率 よ く

粉砕 され 、8min で ほ ぼ 限界値 に達 した。　 lmin 、4min 、12min 粉砕 した も
の を基 質 と し．ス ター一ラー撹拌下で 高温 メ タン 発 酵 を行った と こ ろ、粉砕
時 間 の 長 い もの ほ ど初期 の ガ ス 発生速度が大 きく、最終的なガ ス 発 生 量 も

高か っ た 。こ の ように、粉砕 とい う不 溶性基質の 細分 化 ・可 溶化 操 作 は メ

タ ン 発酵 を効率 よく進め る上で 有効で あ る と言 える。食品 製造T．場や外食
産 業 か ら排 出され る生 ゴ ミの メ タン 発 酵の さらな る効率化 ・高速化に 向 け

て 、有機物負荷 （FtM 比）、塩 （NaCl ）濃度な どの 影 響 を含め て 、現 在調

査 中 で あ る。
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【目的 】活性 汚 泥 〔AS）法 は 自然発 生的に生 じる浮遊 フ ロ ッ ク （主体 は細
菌 〕を排 水 処 理 に応 用 した も の で あ り、汚 泥構成微 生物群 の 共 同作用 に よ
り水 質浄 化が な され て い る．今ま で 多種類 の フ ロ ッ ク 形成細菌 が AS よ り

分 離 され て い る が 、AS の 凝集 メ カ ニ ズム は複雑 で あ り、純粋培養系 で凝集
す る 細菌 の み で は説 明さ れ な い 。こ れ は、どの よ うな AS か ら も非 フ ロ ッ

ク形 成細 菌が 多数 分 離 さ れ る とい う事 実 に基 づ い て い る。そ： で 本研 究で

は 、下水 AS よ り分 離 した非 フ ロ ッ ク形 成細菌 を用い 、二 者混合系 にお け
る共 凝集性 を調 べ た。これ に よ り、Acinetobactcr 属及 び Bacillus 属 と推定
され る細 菌がそ の 他の 細 菌種 と比 較的よ く共凝集す る こ とを見 出 した ．今
回 は そ の 実験結果 を報告 する。
【方法及 び 結果 】使用 菌株 は ポ リペ プ トン液 体 培地 で 培養 し、凝集実験 で 用
い る 溶液 で洗浄 したの ち 、同液 に懸 濁 させ た．同 じ濃度 と した 菌体懸濁液
を 1 ：1 の 割 合 で 混 合 し 、ス タ

ー
ラー撹拌 を開始 した 。経時的に その

一
部

をと り．低速遠心分離 した上 澄み液 の 660nm の 吸光度 を測定 し 、初発 の

数値 の 減少か ら共凝集性 を評価 した 。16SrDNA の 全 塩 基 配 列 か ら、Acine −
tobactcrjunii 、　Acinetobacterjohnsonii、　BadLlus 　cereus と同定 された 菌株
が、複数 の菌株 と よ く共 凝 集 した 。しか し、凝 集速度、形成 され るフ ロ ッ

クの サ イ ズ は ．菌 株 の 組 み 合 わ せ に よ り異 な っ た．MicrobaCterium 、
OligotTopha 、　 Xanthomonadaceae 、　Actinom｝

・cじ tales な どに属す ると r・想
され る菌株が 、E記 の 菌株 と よ く共 凝 集 した ．ま た 、菌株保存機 関 よ り分
譲 され る菌株 につ い て も若干 の 検討を 加 え て い るが 、下水 AS か ら分離 さ
れ た 菌株 の よ うな 共 凝集性 は 示 さな か っ た 。こ の こ とより、分離 された菌
株 と標準菌株は 異なる 細胞表 面 構造 で あ る と推 察 された ．未同定菌株 に っ

い て も、】6SrDNA の 全塩基配 列 を 調 査 中で あ る．

【目的 】年 間 40−50 万 ［の 焼酎粕 （蒸留廃液）が 乙 類焼酎の 生産時に 副生する。
従来 の 海洋投棄が 困難 と な り、効果的 な陸上処理方法又 は有効利用法が要
望 され て い る。焼酎 粕 は癌細 胞 増殖 抑制、肝臓病予防作用等 の 多 くの 機能
性 が 知 られ て お り、我 々 もこ れま で に焼 酎粕 の 乳酸菌発酵で の

厂 ア ミ

ノ酪 酸 〔GABA ）の 製造 （1）、乳酸菌発酵液 中の GABA 以 外 の GABAA 受容
体応答亢進活 性 〔抗 ス ト レ ス 作用）存在 の 可能性 〔2），及び高血圧 抑制作用

（3）等 に つ いて 検 討 して き た．また 、高 GABA 含有米焼酎粕乳酸菌発酵液
を用 い た健 康 飲料

“
焙 炒 発 芽 玄米酢

”
は 宝酒 造か ら販売 され て い る 。今 回 、

非 常 に腐敗 し易 い 焼 酎 粕 を用 い ア ル コ ール 製剤 を試作 して ，グラ ム 陽性菌
及び グラ ム 陰性菌 に対 す る抗菌効果を 調 べ た、
【方法及 び 結果】米焼酎粕及び 麦焼酎粕の 濾過液に等量の エタノ

ー
ル を添加

して 51％ EtOH を含 む ア ル コ ー
ル 製剤 を 試作 した。抗菌活性 をグ ラム 陽性

菌の B ．subtitds 、グ ラ ム 陰 性 菌 の E．coli，　Ps．flu・orescens を使用 して 50％ EtOH

と比 較 した 。加 糖 ブ イ ヨ ン 培地 に ア ル コ ール 製剤 を添加 した揚合、米、麦
焼酎 ア ル コ

ー
ル 製剤共 に 、Bacillus，　Pse・udomo ・nas ，Escheri．chia に 対 して 静菌作

用を示 した 。
　焼酎 粕 に乳 酸菌を 培 養 して 機 能 性 物 質の GABA を 高濃度生産 させ た発酵
液を 用 い た ア ル コ

ー
ル 製剤に も同様な 静菌作用 が 認め られた．

　【将来 の展 望】焼酎粕利用 アル コ ール 製剤 は、静菌．目持向上以外 に 高血
圧抑制効果．抗ス トレ ス 効果等 の 生 理 機能、及 び マス キ ン グ効 果等 の 調理
機 能 を有す る可 能 性 が あ る．
（1）S．YOKC ）YAMA 　et 　al．，J．Biosci．Bioeng 、，9S．95−97 〔2002）（2）青 島 均 ら
平 成 14年 日本 農 芸 化 学 会 中国四国支部大会 （9t19

−2D）（S）中村 尚夫 ら　平
成 14 年 日木栄養 ・食糧学会関西 支 部大 会 （11／2）
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